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Thinking RealSpace: 
みんなのパーソナル情報を集め気持ちよく提供してもらい活用しよう!!! 

情報銀行:情報銀行: 
パーソナル情報の取り扱いと活用
あなたの「情報」を預けて利活用してみませんか? 

砂原秀樹

suna@kmd.keio.ac.jp
慶應義塾大学大学院

メディアデザイン研究科 インフォメーションバンクコンソーシアム

Bigdataの利活用

 大量の情報 大量の情報

 現在のBigdataは、統計処理等による推定

 個人のために情報を活用できることで

 より正確で有益な情報を構成することが可
能

 一方で情報漏洩や不正利用の問題

 正しく利活用するための基盤が必要
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特定の領域に限られた集計データ
マーケットセグメント毎の「平均的」なサービス

3
さまざまな活動領域をカバーする総合的な個別データ

パーソナルな⾼度サービス

例えば、自動車での利活用

 カーナビサービス カーナビサービス

 Internavi LINC PremiumClub
 Honda

 SmartLoop
 Pioneer, DoCoMo

 G-book mx
 トヨタ, 富士重工、…

 CarWings
 日産
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 詳細は後期で

災害情報

 詳細は後期で

災害情報
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健康管理
最近体調がいまいち。
夜もよく寝られない・・・

病歴も投薬履歴も不明だし
当たり障りの睡眠導⼊剤でも
出して経過を観察するしかな
いですね・・・

とりあえず何か平均的な・・・とりあえず何か平均的な・・・

7

40代前半
男性、勤め⼈
（と思われる）

あまり効かないから
別のところに⾏こう
か・・・

効果的な健康管理と、予防的な医療
健康ログ

情報薬(予防医療)
アドバイス、

指⽰

「あなたの⼈⽣」を⽀える⽣涯健康サービスを受けることのできる「パスポート」

投薬 飲⾷

喫煙
運動 掛かり付け病院

薬飲んでる？
運動してる？

⽣活習慣病予防
病気にならないために

健康ログ

健康ログ

情報薬

8

飲酒

睡眠
仕事

出張先の病院

運動してる？

持病は？ 病歴は？
何か薬飲んでる？

健康ログ

健康ログ

診断⽀援エンジン
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健康家族を⽀えるスマートな家

COx
不審者

家電の使⽤状況

「あなたと家族を⽀え、⾒守るだけのサービス」を実現するスマートハウスとモビリティ

エネルギーセキュリティ・防災

⾷事・⼊浴

家族の安否

家電の使⽤状況

⾞の使い⽅

⾎圧、⾎糖値
リハビリ

発電量
家具の
配置・固定

9

健康 介護⾷事 ⼊浴
運動や睡眠

都⼼での活動

安全・安⼼・快適な⽣活を⽀える「街サービス」
⾒守り介護

宅配

スマートシティで、「あなただけのサービス」を受けることのできる「パスポート」

住みかえ

防犯

教育

通勤・移動

災害対策

ショッピング

宅配

10

住居での活動
交流・勉強

⾷事・娯楽

仕事
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きめ細かで効果的な災害復興

復興活動(雇⽤)

病歴・健康

技能・経験

あなたと家族の「⼈⽣の再建」を⽀えるサービスを受けることのできる「パスポート」

所在・安否確認

カウンセリング
避難⽣活⽀援

罹災証明と保証

被災状況把握と証明書発⾏

個⼈ 復興へ家族構成

位置・活動

11
発
災

助け合い避難

避難誘導・被害状況把握
避難所確保と物資⼿配

被災状況把握と証明書発⾏
地域の復興⽀援事業

⾏政

集めることで新たな価値を創り出す

12
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パーソナル情報は企業のもの?
サービス

企業 個⼈対価
匿名化しても

13

パーソナル情報パーソナル情報

所有 許可無しには使許可無しには使
えないえない

何を許可したか
でもめることも

「切れない」

パーソナル情報は企業と個⼈の「共有物」
サービス

企業 個⼈対価

パーソナル情報パーソナル情報
14

共有 実態的な「共有」「共同管理」
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個⼈をハブにする

企業

企業
企業

パーソナル情報パーソナル情報
個⼈

15
企業

企業

企業

パ ソナル情報パ ソナル情報

パーソナル情報が総合化される
価値の⾼い「総合化」
パ ソナル情報ができあがる

企業

企業
企業

個⼈
総合的な

パ ソナル情報
総合的な

パ ソナル情報

パーソナル情報ができあがる。

16
企業

企業

企業

パーソナル情報パーソナル情報
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総合的なパーソナル情報の利⽤コミュニティ
企業群と利⽤者（個⼈）から
なる総合的なパーソナル情報の
利⽤コミュニティをつくる

企業

企業
企業

個⼈
総合的な

パ ソナル情報
総合的な

パ ソナル情報

利⽤コミュニティをつくる

17
企業

企業

企業

パーソナル情報パーソナル情報

情報銀⾏登場
総合的なパーソナル情報の
利⽤・管理を「信託」する。

企業

企業
企業

個⼈
総合的な総合的な

参加企業群で情報銀⾏を
設⽴することもできる。

利⽤ 管理を「信託」する。

18

企業

企業
企業

企業

総合的な
パーソナル情報

総合的な
パーソナル情報
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個⼈から⾒ると・・・・
パーソナル情報を信託すると、本⼈のため、社会のた
めにより役に⽴ちかつ安全な利⽤を促進する組織

情報銀⾏
例：ゲッティイメージズ

企業から⾒ると・・・・
総合化されたパーソナル情報を、安全に利活⽤し、
新しいサービス・ビジネス実現を可能にする組織19

権利関係のキレイなデー
タを提供するビジネス

パーソナル情報活用の新しいエコシス
テムを創る

新しい価値サービス

企業・社会 個人

総合パ ナ

価値創造のサイクル

情報銀行

総合パーソナル
情報の利活用

パーソナル情報の信託

情報保護と価値創造を通じて社会・世界に貢献
20
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Massive Data

情報銀⾏で、「広さ」だけでなく「深さ」のあるビッグデータ解析を！

21

情報銀⾏は、社会に組み込まれたシス
テムとして、ビッグデータを関連づけ、より
深く分析することに貢献

情報銀行

 パーソナル情報の信託と活用 パーソナル情報の信託と活用

 パーソナル情報

 口座への預金

 活用

 資金の運用

益 運用益

 利益

 有益な情報の提供
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トラスト
共同管理

 透明性
 互恵性
 社会公益性

個⼈ 産業 社会

パワー スピード
統合化され、
安心して使える
パーソナル情報

個 業 社会

 よりよりサービスと⽀援
 ⾃⼰管理・啓発の⽀援

 リスクの少ないデータ
 統合化された深いビッ

グデータ

 社会公益サービスの改
善（防災、健康、エネ
ルギーなど）

 ⼀層の⾒える化による
ガバナンス向上⽀援

情報銀⾏コンソーシアム

 「情報銀⾏」の受容・普及戦略を⽴案
し実践

 様々なシナリオにおけるビジネスモデル
を開発

 国内での政策検討を⽀援
 国際連携

技術WG

▫ 基礎技術(プロトコル等)の開発
 参照実装

▫ 基礎技術の標準化

社会受容性
WG

▫ 社会に受容されるための検討
 法的問題、紛争解決、受容性

検討

利活⽤WG

▫ パーソナル情報の利活⽤に
関する検討
 利活⽤に必要な技術の検討▫ 基礎技術の標準化

 RFC, ISO, ITU, W3C
 国際連携

▫ 実証実験

検討
 組織デザイン、経営
 監査

▫ 認証監査
▫ 国際連携

 International 
Harmonization

利活⽤に必要な技術の検討
 組織デザイン、経営
 資産換算、資産管理
 組織設計
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活動内容

 技術WG 技術WG
 基礎技術(プロトコル等)の開発

 参照実装

 基礎技術の標準化

 RFC, ISO, ITU, W3C

国際連携 国際連携

 実証実験

情報銀行A

情報銀行B

利用者

Info Wallet

連携

監督

監査機関
ADR (裁判外紛争解決)

Info Accountファンド

個人情報

情報利用制御

情報利用制御

匿名化

連携

Safe Dep. Box

情報利用者

情報Collector
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コンソーシアムの成果

 技術仕様書/運用マニュアルの作成技術仕様書 用 作成
 通信プロトコル
 ストレージ
 運用マニュアル

 参照実装
 オープンソース

 標準システムの運用
脅威分析とセキ リティ 脅威分析とセキュリティ

 実証実験
 実環境での実験
 Tiger Team編成 (攻撃)

技術WG（検討中）

 基礎技術(プロトコル等)の開発( )
 開発Item

 匿名化技術
 Storage Management
 情報交換プロトコル
 データ処理クラウド環境
 安心指数

 参照実装
 最終的には、Open Sourceとして公表

 基礎技術の標準化
 RFC, ISO, ITU, W3C
 国際連携
 実証実験
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情報銀行関連技術

 技術WGでの議論について技術 での議論に て
1. Secure Storage技術 (Survey中)
2. 情報の匿名化

 匿名度指標
 参考: IT総合戦略本部(官邸)におけるパーソナルデータ

に関する検討会における議論

3. 可視化
 情報銀行通帳情報銀行通帳
 自分の情報がどのぐらい収集されているのか?

4. 情報収集基盤
 ベースとなるシステム(柴崎研)

5. データ処理クラウド

活動内容

 社会受容性WG 社会受容性WG
 情報の所有

 社会に受容されるための検討
 法的問題、紛争解決、受容性検討

 組織デザイン、経営

 監査

 認証監査

 国際連携
 International Harmonization
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社会受容性WGのアウトプット

 一連のイベントと資料 一連のイベントと資料

 実証実験、シンポジウム

 ハッカソン等

 書籍（解説・啓蒙～物語系まで）

 資料集など（定款、約款、監査手順の運用マ
ニュアルなどに関する参考資料）

活動内容

 利活用WG 利活用WG
 パーソナル情報の利活用に関する検討

 利活用に必要な処理の検討

 組織デザイン、経営

 資産換算、資産管理

組織設計 組織設計
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利活用WG

 体制については次ページ 体制については次ページ

 事例・ベストプラクティスの収集・整理

 実データを利用しての実証

 利用技術を実証

 利用者 企業 社会への効果・便益を明確 利用者、企業、社会への効果 便益を明確
化

 それによるサービス受容性の向上度を計測

利活用WG

利活⽤WG リーダー

利活⽤の個別
実験グループ

利活⽤の個別実
験グループ

メンバーメンバー メンバー

成果報告・
課題の共有

⽅向性⽰唆
ストーリ作りへの

貢献要請

・・・

コンソーシアムコアメン
バー（東⼤・慶応⼤
等）からの技術⽀援

実験に⽤いられる実データ
等は実験グループ内で
NDA等に基づき利⽤
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利活用WGのアウトプット

 パーソナル情報を利用したサービス等の生成・ パ ソナル情報を利用したサ ビス等の生成・
提供技術や事例のベストプラクティス

 技術資料など

 以降のビジネス展開に向けたフィージビリティ評価

 サービスの運用や継続的改善のための組織の
あり方に関する検討資料あり方に関する検討資料

 パーソナル情報の価値計測・資産管理、利益
配分等に関する検討資料

インフォメーションバンク
コンソーシアム

 問い合わせ先: 問い合わせ先: 
 info-bank-inq@kmd.keio.ac.jp

 http://www.information-bank.org/


